
①「主要電子機器の世界生産状況　
（2010年～2012年）」の発行

電子部品部会／統計・予測委員会では、
例年電子部品企業のマーケティング情報と
部品納入ベースからの推定調査により、世
界主要地域・国別の生産台数の実績値と見
込値の算出を行っている。同委員会は、最
新の調査結果を本年3月に冊子「主要電子
機器の世界生産状況2010年～2012年」と
して発行した。
ここのところの欧州の公的債務危機等に

よる景気の冷え込みによって、世界的に電
子機器の需要に陰を落としているが、その
ような中、需要を牽引しているのが、スマー
トフォンおよびタブレット端末であり、電
子部品の生産増に貢献している。
そこで今回、スマートフォンおよびタブ

レット端末を新たな統計品目として取り挙
げた。
一方、これまで調査対象としていたパソ

コン用 DVD ドライブについては、今回か
ら対象外とした。また、地域的にみると、
多くの品目について中国での生産拡大が続
き、今回も大きなシェアを獲得している。
また、アセアン新興国の台頭も目立つよう
になってきた。
さらに、非常に巨大マーケットとして魅

力のあるインドの存在も注目すべきところ
である。本冊子は、日本語と英語を併記、
図と表は英語表記としている。

【調査対象】
・カラーテレビ
・フラットパネルテレビ
・ビデオレコーダおよびプレーヤ
・カーオーディオ
・カーナビゲーション
・デジタルカメラ
・携帯電話
・スマートフォン

・パソコン（デスクトップ及びノート）
・ノートパソコン
・ハードディスク
・タブレット端末（パネルが5インチ超え
るもの）

【調査期間】
2011年12月

【調査対象年】
2010年、2011年および2012年

【調査対象地域】
・日本
・中国
・アジア（日本および中国を除く）
・北アメリカ（メキシコを含む）
・南アメリカ
・ヨーロッパ（東ヨーロッパを含む）

【調査参加会社】
電子部品部会／統計・予測委員会参画の

電子部品企業	21社

②電子部品に係る環境貢献の見える化

企業の社会的責任が叫ばれる昨今、ライ
フサイクルアセスメント（LCA）やカーボン
フトプリント（CFP）に代表されるライフ
サイクル的視点による製品の環境負荷量の
把握と情報開示の要求が高まりつつある。
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電子部品部会／部品環境専門委員会で
は、電子部品業界として算出基準を統一
することで LCI データの一定品質を確保
するため、2008年に電子部品の LCA ガイ
ド を 作 成 し た
（http://home.
j e i t a . o r . j p /
ecb/lcaguide.
htmlにてダウン
ロード可能）。
当ガイドは、

データ収集の手
順についても言
及しており、算
出作業の負荷低
減に寄与している。当ガイドに則り算出
した代表的電子部品の LCI データを前述
の電子部品部会の HP において公開する予
定である。
一方、環境貢献の尺度として考えられて

いる二酸化炭素（CO2）の排出抑制（製品
使用時）については、多くの企業または業

界団体が実績値あるいは将来の可能性とし
ての数値を公表しているが、未だ定まった
算定手法がないのが実情である。
特に電子部品分野では、コンデンサに代

表される受動部品のように消費電力の削減
による CO2排出抑制量が直接算出できな
いものの、セットに組み込まれて環境貢献
に寄与しているという製品が多く、それら
の貢献量をどのようにして見積もるかが課
題となっている。同専門委員会では、環境
貢献量の算定と公表における信頼性の低下
と混乱を回避するため、共通の算定手法を
制定するべく検討を進めている（産業連関
表の活用）。
将来的には、日本の電子部品製造業のエ

ネルギー利用効率の良さに起因する環境負
荷（CO2排出量）の小ささと合わせて、製
品使用時における電子部品の環境貢献を定
量的に把握・公表し、新規成長分野におけ
る日本の電子部品製造業の優位性をアピー
ルすることを目指している。
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※セット製品による環境貢献量をまず業界ごとに配分し、業界内でさらに各社ごとに
振り分けることで環境貢献量のダブルカウントを防ぐ。

 貢献度により配分(産業連関表の活用)

部品メーカごとに配分

最終製品又はサービスによる貢献量 

組立て 部品 素材 その他

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社 Ｅ社 Ｆ社

電子部品分野で検討中の配分による環境貢献量算出のイメージ
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http://home.jeita.or.jp/ecb/lcaguide.html

